


※施工手順については別紙資料をご参照ください。



③ ボルト挿入
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折版屋根の山部にルーフボルトを通すための
下穴を墨出し交点の位置に合わせ開けます。

下穴の径はφ12.0～12.5㎜となります。

下穴を開ける際は規定サイズのタケノコドリ
ルもしくは鉄工ドリルをご使用ください。

穴を開けた際の切り粉は、錆の原因に
なるのでウエスや掃除機で確実に取り
除いてください。注意

②で開けた下穴にルーフボルトを落とし込み
ます。

下穴を上記②サイズ以外の径で開ける
とボルトが緩んだり、強度低下する恐
れがあるのでご注意ください。注意

ルーフボルト(Ｒ－８) 施工手順

① ルーフビット準備

② 下穴開口

重ね式折版（８８・１５０タイプ共通）

使用前にビットにひび割れや欠けがな
いことを確認してください。

インパクトドライバーにルーフビットをセッ
トします。

注意



④ ボルト固定

⑤ ボルト締め付け

フェルトパッキンが潰れる程度まで締
め付けてください。
※締付形状(目安) : 上記写真参照注意

ルーフボルト上部にルーフビッ
トを合わせ、逆回転で締め上げ
てください。
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ルーフボルト(Ｒ－８) 施工手順

⑥ 施工状態確認

施工後、ボルトに傾き・緩みなどが無いか、
確認してください。

重ね式折版（８８・１５０タイプ共通）

ルーフボルトのナット部を付属のスパナで固
定してください。

注意

強く締め過ぎるとボルトが傾いたり、
強度低下する恐れがあるのでご注意く
ださい。注意
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⑧ 施工完了

ルーフボルト施工完了です。最後にボルトの
状態を確認してください。

注意

⑦ コーキング

ルーフボルト(Ｒ－８) 施工手順

金具を固定するため、ネジ山部分は残
してください。

注意

重ね式折版（８８・１５０タイプ共通）

山座金およびナットが完全に隠れるまで、
ルーフボルト全体を覆うようにコーキングを
注入してください。


